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   Women's independence from society has often been presented as almost impossible to attain , be-
cause women will  do violence to, and contradict their basis nature. Women have often been accused 
of being inferior to men, with regard to teir ability to maintain and fulfill a professional role , but there 
is nothing in the facts we have observed to indicate the inferiority so often attributed to women . 

   We often hear so-called liberale proclaining the need for the independence of women , but these 
same people, in their hearts, secretly nourish the belief that women should continue their  subordinate  role . 

   To display social strength, women's independence from society, particularly in the housewife , is 
a necessary condition. This is a difficult, but not impossible goal. Housewives should be provided with 

good guidance suited to their abilities. A housewife is what society makes her. 
   This treatise consists of five items. The first outlines the problem of the housewife's lack of inde-

pendence in Japan. The second studies the social and cultural benefits through participation of house-
wives in various jobs and professions. The third treats the problems of childcare. The fourth encourages 
the study and trainings of housewives and their roles, including cultural roles. The last maintains that 
the housewife's independence must be realized in community or in local planning.

Key words: women's problem, baby care, women's independence, the equality of the sexes , the life 
         of housewife, the life worth living of housewife, the professional of housewife .
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主婦の社会的自立について

1ま え が き

育児と家事労働で,一 生を終 りたくないと考え

ている女性は,た しかに増加している。それらの

女性たちは,あ る能力を身につけて,そ の専門職

の中で生きがいを発見したいと望んでいる。多く

の若い女性たちは,そ れを夢みて努力している。

しか し結婚し,子 を生み育てることにも,そ れに

劣 らないくらい生きがいを認めている。 この二つ

の希望を同時に実現することが,実 は女性の現実

的な願いなのであるQ

その願いを果たせず子育てを終えた主婦たちは,

学習活動やボランティア活動,あ るいはパー ト・

タイムの仕事に,生 きがいを求め始めている。女

性の社会参加がかなり増加してきたとはいえ,い

まもなお,若 い女性たちには結婚適令期があって,

それが努力の志気に障害 となって重くのしかかっ

ている。現状の育児 と家事労働は,社 会的進出に

大きな壁 となっていることはたしかである。女性

の真の自立は,こ の壁を完全にとり除くことによ

って実現するといえる。生涯結婚 しない女性,子

どものいない主婦,専 業主婦,そ れぞれに女性の

自立は考えられるが,そ れらについてはここでと

りあげないことにする。

婦人のライフ・サイクルの中で,家 事労働は,

好むと好まざるとに拘らず,さ して負担にならな

い方向に向いてい くであろう。食生活と住生活の

うえで,労 力のかか らない利便化が進むであろう。

手づ くりが,暇 のある主婦の遊びあるいはゆとり

の中にくみこまれるであろう。問題は育児である。

パーソナリティの形成という,心 やしつけの内容

は,技 術革新によってかたがわりできないことな

ので,心 のこもった人の手が必要 となる。母親が

これだけに毎日朝から晩まで没頭 しなくてよいラ

イフ・サイクルを,つ くることが課題である。 も

う一つ問題になるのは,職 の選び方である。安易

なパー ト・タイムや,男 性の補助的な役割しか果

せない女性の職は,永 久に女性の自立につながら

ない。育児からの解放が,そ の実現に大きなきめ

てとなるが,学 習のあり方の改善を行 うとい った。

別の角度か らの対策の変更が必要となるだろう。

男女平等論とか婦人の生き方とかに関連する書

物は,書 店にいま氾濫している。それらの多くは,

女性の法的地位の向上を唱えた り,人 権を主張し

た りするものか,男 性の女性に対する差別の現状

をあば くものであった りしている。そして母子家

庭の育児の矛盾,女 性の職場進出についての障害

のきめこまかい調査などが,提 出されるようにな

った。 ところが,よ り一層の法的改善を要求する

ものが,一 部の人々しかできない女性の生き方を

すすめるものが多い。

働 く女性がわが子を安心して預けられる保育設

備を行政に望む場合や,パ ート・タイムの労働条

件 を改善する要望 とかの調査報告が多くだされて

いる。そして,少 しつつではあるが,そ のための

行政の施策が現実化されるようになり,法 も改正

されてきた。行政の婦人対策や民間の婦人運動も,

基本的な方向づけの変更がないまま,も うひと押

しの運動が展開されている。ナイロビの世界大会

もそのことに終始していたといえる。それ自体は,

否定される理由はなにもないが,た だそれだけで

よいか疑問が生れてくる。 とくに日本の女性の場

合,現 時点にたって,新 たな発想の転換がないと,

思わぬ不幸な事態に落ち入ることになりはしない

か。

21世紀にむかっで,女 性の自立に関する基本計

画を,過 去10年の女性の生活実態にてらして再検

討することが必要であろう。行政の課題,民 間諸

団体の課題に変更がのぞまれる。本稿では,そ の

変更にかかわる手がかりの提案をしていきたい。

現状にてらして,家 事労働,育 児,職 業,学 習に

ついて考えることにする。

2女 性の職業と育児

国内行動計画は,従 来の役割分担意識にとらわ

れない教育の推進をすすめることを提唱し,事 実

その方向で着々と改善されつつある。保育施設の

整備,育 児休業制度の普及などがそれである。ま

た母性保護対策もすすめられてきている。長期に

わたる計画は,そ の中にはみられない。たとえば,
パーソナ リティの形成における,男 女不平等のし

つけとか,そ こに生れる不平等意識の成立をどう

あっかうかまでは立ちいたっていない。また成長

期にやがて経験しなければならない主婦としての

生活に対するイメージが,そ の若い時代の行動を

決定していることに注 目していない。男女不平等

を根本的に解消する最も基本的な手だては,こ の

事実にどう対処するかにあろう。

女性は子どもを生み育てるとい う,将 来の課題
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を背負って成長する。小さい頃から大人に言いき

かされ,そ のようにしつけられていく。将来一生

の課題として,男 性に負けず専問職をもって生き

ていくことを希望 したとしても,子 どもを生み育

てることを拒否 しようと決意することは勇気がい

るだろう。また主婦 として毒戀 しても立派に生き

る ことの意義 も考えた とき,か な りの精神的負担

をもつ ことであろ う。事実,青 年時代に男性 なみ

に まっしぐらに課題 にとりくみ,そ のペース を少

しも乱 さないで,結 婚,出 産,子 育て と専業主婦

なみの努力 をして きた女性 もいる。夫や両親の協

力があ ったに しても,子 育てには並 々な らぬ苦労

があったことであろ う。そめ苦労を克服 して,夢

の実現を立派に果 した女性も,過 去 に数少 くない。

しかしその負担の重みにた えかねて,そ の 目的 を

果 たせず おわ った女性の方が数多い こ.とであろ う。

男性な らば,同 じ能 力と努力で 目的 を果たせたこ

とが,女 性 であるがため,あ きらめなければな ら

なか った ことであろ う。現在の社会体制では,宿

命的 ともい える女性 の負担 が,根 深 く存在 してい

る。一生の課題に男女が平等の条件で とりくめる

よ うな社会体制 こそ,女 性 の自立の条件 なのであ

る。言いか えれば,女 性が成長過程で,結 婚,育

児 とい う精神的重圧(お どか し)を な くす ことが

まず必要 なのである。女性が専問職 として働 く場

合,看 護婦9保 母,フ ァッシ ・ン・デザイナ ーと

か,女 硅むきの仕事 のみを夢み さ量るよ うに しな

い ことも大切である。 また女性 の仕事は,男 性の

補助的 なものである とい う先入観 も,も ってはな

らない と思 う。 しか し,ウ ーマンリブの一部にみ

られるよ うに,夫 婦が契約 と闘争 の中で,女 性の

勝利 として結果が えられた としても,日 本 の精神

的風 さでは永続化 しないであろ う。夫の身のまわ

りをこまごまとやいている母の様子 をみて育つ子

どもたちは,男 女 とも感性の中に,夫 として妻 と

してのあるべ き姿 がイ メージとして形成 されてい

る。妻が夫 と同 じよ うな謬題 をもって仕事 してい

くためには,将 来の妻は どうあるべ きか,夫 はど

うあるべきかが,家 庭の中で問題 として とりあげ

られていなければな らない苦である。 そ うで なけ

れば,女 性 は早 くか ら,父 と同 じよ うな仕事 をし

てい くことは,と うてい無理であると思 うよ うに

な って しま うであろう。

社会学の創始者,オ ーギュス ト・コントは1830

年 に 書いた 『実証哲学講義 』の中で,女 性 の知性

について,男 性よりの劣性を指摘 した。そして彼

は,女 性が社会的な仕事には適していない と言っ

た。 この間違いは,形 をかえて,ア メリカの社会

学の傾向にもみ られる。つまり,男 女の役割分担

が,生 物学的な性にもとつく機能的専問化になる

として,そ のことにもとついた社会の均衡を主張

する人々がいる。

子どもを生むのは女性であることは当然である。

しかも,子 どもを育てるに当って,指 導性 をもつ

のは,父 よりも母であることを,否 定する必要も

ない。子育てと生物学的機能分化とを結びつける

ことは間違いであろう。子育ては,女 性の宿命で

はないとい う理解から,女 性の自立への第一歩が

始まるといえる。ここでは,子 育てによって,立

派な社会人にしようと願 っている母を批判してい

るのではない。職に一生の課題をもつ女性が,'家

事労働と育児で挫折するような環境は,と りのぞ

くべきであると考えているのである。スイミング
・スクールでの子どもの レッスンに待ちつづけ,

お絵かきをしまいまで見てっれて帰る母が,自 分

の職 としての理想を実現できなかったと嘆くとし

たら,ど こに彼女への同情を寄せたらよいであろ

うか。公立の保育所に子どもをあずけ,野 良仕事

に精をだし,時 には近所の主婦に有償で子どもを

あずけ,食 生活改善のボランティア活動にでかけ

ていき,子 どもの育児に夫婦協力して努力してい

るとしたら,わ れわれは,お そらくこの農家の主

婦に激励の言葉をかけたくなるであろう。女性の

生物学的機能は,子 どもを生むことであって,育

てることには,社 会的文化的な力によって女性の

負担 をな くすことこそ,女 性の自立に必要なので

あり,そ れが文化そのものであろう。女性の生き

る目標のために,女 性の負担をなくす保育体制の

確立がなくては,女 性の男性と平等の条件に立っ

た職場進出はあ り得ない。その保育体制を悪用し,

子どもを他人まかせにして,遊 びあるく女性がい

ても,そ れを誰が選別し,誰 がその人たちを排除

できるだろうか。そのことは社会の文化水準を示

すものであって,制 度や法で完全に規制できるこ

とではないであろう。

育児時間の保障,時 差通勤,保 育費の軽減など,

当面は大切なことであるが,さ らに地域社会全体

の長期構想案の中に嵌め込まれなければならない。

現在公立の保育所に子 どもをあずけても,月5万

円はかかる。それを機械的に行政の負担分を増や
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す という・ことではなくて,充 実した保育体制をコ

ミュニティ全体の機構の中で実現し,結 果 として

親の負担をなくしていくことが理想であろう。

現在の日本で,結 婚や出産を機に退職する女性

は多い。そのときにも退職しないことが,女 性が

文化の担手 として活躍できる基盤となる。男性と

同 じように女性が自由に発言し,自 由に行動 して

いくためには,男 性と同じように,経 済的文化的

知識をもち,文 化の担手 とならなくてはならない。

女性が男性に比 して劣性であるという.生 物学的,

心理学的論拠はなにもないからである。過去にお

ける女性の非劇は,女 性の地位の低 きからくるも

のが多かった。これからの時代で,女 性が自由に

生き,運 命とたたかい,非 劇的な最後を遂げたと

しても,そ のことがむしろ女性が自由を確保した

あかしになるのではなかろうか。男性の圧力から

くる非劇ではなく,自 由であるが故に非劇 となる

生涯が,女 性の中にも生れることが,女 性の自立

を意味することになる。

仕事への情熱が強く,妻 になること,育 児に専

念することは空に等 しい と考 える女性の意識には,.

家庭における主婦の家事労働の負担とい う現実の

認知が働いていることは,た しかである。そして,

女性が独身を通して生涯を終るとき,自 分の人生

Q2-(1)あ な たは,家 庭生活で男女の地位は平等にな ってい るとお思いですか。

昭和58年3月 内閣総理大臣官房審議室

に一抹の淋しさが生れたとしたら,そ の感情 も世

間の常識が内在 したものであろう。

女性の家事労働 と育児の負担を軽るくし,男 女

が平等の条件で競争できることが望ましい。女性

を仕事上で保護することは,平 等の原理に反する

ことである。日常生活で女子の差別をなくし,仕
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国の各種審議会等の委員数

区 分

審 議 会

総 数

婦.人 を

含 む

審 議 会数

総数に占め
る婦人を含
む審議会の
割 合

委員 総 数 婦人委員数

総数に占め

る 婦 人 の

割 合

昭 和50年
1月1日 現 在

237人 73人 1' 5,436人 133人 2.4%

昭 和58年

6月1日 現 在
,・ 250 51.3 9,0(翼 .,, 4.9

資料出所 中央は総理府,地 方支分部局等は労働省調べ

(注)50年 は中央に設置されているもののみの数である。58年は中央及び地方支分部

局等に設置されているものの計である。

婦 人 議 員 数

総 数 に 占める (参考)昭和50年
区 分 議 員 総 数 婦 人 議 員 数 の総数に占める

婦 人 の 割 合 婦 人 の 割 合

国 会 議 員 760人 26人 5.4% 3.3

衆 議 院 11 8 1.6 1.4

参 議 院 249 18 7.2 9.1

地方議会議員 70,009 1,016 1.5 9.9

都道府県議会
...

36 1.2 1.1

市 議 会 19,881 560 2.8 1.8

町 村 議 会 46,157 340 o.7 0.5

特別区議会 1,073 80 7.5 6.6

資料出所 衆院 ・参院各事務局,労 働省調べ

(注)1)衆 ・参議院は昭和59年1月25日 現 在 の現員数である。

2)地 方議会議員は,昭 和58年6月1日 現在の現員数である。

・審議会等の女性の登用促進審議会等における婦人委員

調査時点
審 議 会

総 数

婦人委員を
含 む
審 議会数

婦人委員を

含む審議会
の 比 率

委 員 数 婦人委員数
婦人委員の

比 率

昭和53年 138 66 47.83人 2.046人 164人 8.02%

昭和55年 140 70 50.00 2,114 :. 8.80

昭和58年 153 79 51.63 2,233 202 9.05

昭和59年 130 58 44.6 3,725 277 7.44

調査 埼玉県
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事で競争できることが,真 の男女平等である。

調査結果にみられるように,女 性の社会参加は,

まだおくれている。地域社会の中では,と くに少

い ことがめだつ。地域社会の中にこそ,今 後女性

のリーダーが増加すべきである。女性の自立には,

段階的解決が必要であろう。第一段階としては,

まつ地域社会の中での自立からとりかかるべきで

あろう。家事労働 と育児が,完 全に男女平等にす

ぐにもなることは考 えられず,当 分の間,よ り女

性の方に負担がかけられるとすれば,や は り地域

社会の中に職を求めることが大切である。職を中

心として,男 性に劣 らず女性の能力が向上したと

き,男 性 と同数だけ,地 域社会で リーダーが増加

してよい苦である。男性でも能力と仕事への意欲

の少い人は,リ ーダーになれないことが望ましい。

現状では,女 性が育児期をおえて,再 就職でき

ることが大切なこととなっている。 しかし近き将

来において,最 も望ましいことは,育 児期でも就

職しつづけることである。技術革新によって,再

雇用時にす ぐ役立つ仕事は限られてくるであろう。

女性の育児,家 事労働の負担をなくせば,女 子

の就職は,生 涯を通してつづけられるであろう。

この問題を解決しないと,永 久に男性の補助とし

てのパート・タイムの仕事に甘んじるしかないで

あろう。

仕事にうちこみ文化人ともいわれるような生涯

を送 った,い わゆるスーパーウーマンたちは,悪

環境の中でどのように困難を克服 してきたであろ

うか。夫も共にある仕事に強い情熱をかたむけて

いた とすれば,そ の家庭はどうなっていたであろ

うか。夫婦のどちらかが,家 庭の中で仕事ができ

る立場にあれば,そ の困難の克服は理解できる。

しかし,社 会の中で仕事の場があり,そ こで活躍

した夫婦は,家 庭をどのようにして守ったであろ

うかQ当 然,自 分の家事負担分を誰かに補 っても

らった筈である。その場合高収入が最大の条件と

なる。現代社会において,高 収入の仕事がかなら

ず しも文化の高い仕事となっていない。 もしも住

み込みのお手伝いさんによって,家 事労働が支え

られていたとしたら,ス ーパーウーマンの栄光は,

その半分がお手伝いさんのものである。 しかし,

このスーパーウーマンの生き方を,婦 人全体の中

で肯定できるだろうか。それは,新 しい差別を生

むことになりはしないだろうか。いまのお手伝い

さんを差別しているというのではない。一般論に

拡大したとき,問 題がのこると言いたいのである。

平等的諸個人が,役 割意識の上にたった仕事の組

織的分業化が,地 域社会の中に生れることが必要

である。それが単に職場の中に生れるというので

はなく,行 政と民間諸団体の連携によるシステム

としZ成 立つ必要がある。たとえば,現 在のホー

ム ・ヘルパーの制度が,老 人や身障者のみならず,

働く婦人に対 しても,有 償互助組織の形態で,育

児 と家事労働の軽減にむかってい くことが重要で

あると思う。

留守家族児童対策 として,小 学校低学年の児童

を,放 課後預る施設が,厂 あすなろ学級」のよう

に開設された。 これも,母 親の労働軽減の対策の
一つであろう。母親の意見では,安 心して働ける

ということであった。行政の手で行われることか

ら,父 母の負担金 も,月 額3千 円と低い,し かし

ここにも問題がないわけではない。母親が行政の

力を借 りるだけであっては,永 久に行政依存の体

勢はつづく。現在の各種の指導員を有償化 し,学

校教育 と社会教育をつな ぐ適切な教育指導のでき

る資格をもった人々が,自 主的に運営された組織

の中で,職 業 として働 くことができたら,た とえ

月額5万 円の費用になっても,意 味のあることに

なるだろう。 これをボランティア活動で全面的に

支えたとしても,問 題はのこる。ねたきり老人や

身障者に対するボランティア活動には,福 祉の意

味が確立されているが,た だ働 くことだけで,何

故にボランティアの助けを借 りなければならない

か。働いて得た収入は,自 分たちの家計に入るだ

けではないか。そこへ無償のボランティアが助け

る意味はない。働 く女性へのボランティア活動は,

現在の一時的な意味はみ とめられるにしても,将

来は,次 第に解消されるべきことであろう。 コミ

ュニティづくりに果す婦人の職業が,今 後増加し

ていくことが望ましい。

そのためには,地 域で働 く婦人の資質が向上し

なければならない。たとえば,保 母の資格 をもつ

主婦が増加し,社 会教育の専問員が婦人の中に多

く生れてくることが大切である。現在,公 民館の

職員でさえ,専 問員として,住 民から信頼 されて

いる者は,数 少い。そこで,現 状の体育体制につ

いて,も う少し検討することによって,問 題の核

心にせまりたい。
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● 次の図は学校卒業後の女性 の生 きかたをい くつかのタ イプに分類 して示 した

もの です。

1雄 の方におたずね します.i現 実問題1ま別として,あ なたはどの生きかたカ・最縺 ましいと

思われますか。あなたのお考えに最も近い生きかたをあらわしているものの番号を1つ だけ選

んでお答えください。

1男性の方にやたずね します。1女 性の生きかたとして,ど れが最も望ましいと思われますか。

あなたのお考えに最も近い生きかたをあらわしているものの番号を1つ だけ選んでお答えくだ

さい。

一一全体 女 男

1 0.3 0.2 0.4ダ

専業主婦
.子 どもなし'子 ども不要 2 0.3 0.3 0.4'

専業主婦
シ出 産育 児 3 5.6 6.0 5.1結 婚 夢

専業主婦
、

4 27.4 22.0 34.6

共働き
出産/'育 児＼ し 再 就 職r(フ ルタイム) 5 5.8 7.4 3.7結 婚

、

》

共働き

羣
校

卒

茎
出産/

再 就 職一い 一トタイム) 6 12.0 11.7 12.4り

専業主婦
7 13.0 11.5 15.1冫

共働き
して退職

退職 育児＼ ・臥蠣 8 7.6 8.9 5.9

、

,

就 業
共働きしないで

・i結婚 再 就 職一い 一トタイム) 9 13.6 14.5 12.3

醜 な
》

共 働 き出 産
育 児

10 11.7 14.3 8.2'

共 働 き子どもなし
子ども不要

11 0.9 1.2 0.4》

豊

12 0.7 0.9 0.4》

上の コースにあてはまらない場合 は,具 体的にご記入下 さい。

匡 ト[コ{コ{コ{コ ー[コー匝ヨ亙[コ

(無回答)一 》1α8 0.6 1.1

埼玉県婦人問題意識調査報告書より(59年9月)
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5社 会的保育

社会的保育は,現 在行政の仕事であって,地 域

社会全体の組織と密接なつなが りをもたない。保

護者たちも権利 として受けとめている。現状の保

育体制をみる限 り,婦 人の自立にまでつながる手

がか りを少しも見出すことができない。保育 と女

性の自立を考える動機の中に,ボ ラソタリズムが

缺けている。ボランタリズムとは,自 分たちの力

で自発的に社会をよくする活動をしようとする心

である。そのボランタリズムが,保 育担当者にも

保護者にも不足 しているようである。民間諸団体

も行政も,そ の視点にた ったうごきをしめしてい

ない。地域ぐるみの保育によって婦人の自立を推

進する,た しかなこころみがなされていない,市

町村の福祉課や福祉事務所にも,ボ ランティア活

動と保育との関係についての資料は,ほ とんど見

出せない。教育委員会は,保 育所については,一

切関与 しない。立てわり行政が明確に実施されて

いる。保育学会の発表事例を過去数年にわたって

調べても,ボ ランティアとのかかわりについて知

ることができない。ではどうしてこのように社会

的保育は,ボ ランティアに支えられていないのだ

ろうか。それには,保 育担当者にも責任があるよ

うである。保育担当者は,自 分たちの仕事が,女

性の自立につながることを自覚していないといえ

る。そのことは,結 局行政サイ ドの責任 となる。

行政は,社 会保育と婦人の自立との関係を深く認

識し,婦 人対策からみた社会的保育,社 会的保育

からみた婦人対策を,常 に検討し直す努力をして

いない。たとえば,社 会的保育が婦人の自立にど

の程度効果 を果 しているかを確認する必要があろ

う。そのためには,近 接地域における民生 ・児童

委員,社 会教育委員,子 ども会の役員,町 内会が

自治会の役員などと,行 政や社会福祉協議会が,

有機的なコミュニケーシ・ンを深 くして,子 育て

中の母親の真の自立に助力する最良の方法 を発見

してい くべきである。そのコミュニケーシ・ンが,

急速にすすまない としても,次 にかかげる事項だ

けでも,実 践に移す必要があるだろう。

1.両 親あるいは保育担当者との密接なコミュニ

ケーシ ョン0

2.保 育担当者は,関 係諸機関の担当者と年2回

位は会合をもつ。

3.で きうるかぎり地域文化 を行事にとり入れ,

住民の参加を求める。

4.老 人たちと,し ばしば接触する機会をもつ。

5.自 然環境の中で感性を育てる。

6.地 域生活の中で,経 験を通して生活の知恵を

育てる工夫をする。

7.保 育担当者は,福 祉の実現者であると同時に

教育者であることを自覚する。

&保 育担当者は,ボ ランタリズムに徹する。

9.な ぜ社会保育を実施しているのかを,保 護者

に徹底して理解 させる。

1.と9.にっいては,関 連 した事項である。

両親は,運 動会などで協力することが多いよう

であるが,そ れ以外のことについては,さ っぱ り

協力してくれない ようである。 どんな忙しい両親

でも,全 く協力できないというのは,単 なるいい

わけにすぎない。子育ての重要性と自分の生きが

いとを,ラ イフサイクルの中で,真 剣に考えるな

らば,自 分のエネルギー配分のバランスを考える

ことができる筈であり,保 育所へもしばしば足を

むけることになるであろう。自然環境の中で感性

を育てる努力も,保 育所との協力の中で実践 して

いこうとい う意志 も生れてこよう。両親が職をも

っている場合,子 どもの健全な成長に缺 くことが,

次々と生れてくる筈である。それらを解決するこ

とをすべて保育所に依存することは,無 理であり,

そのことが両親にも当然理解できることである。

両親が毎日職場にでかけていき,保 育所で1か ら

9ま での事項を実施していないとすれば,子 ども

の健全な成長は,決 して望めないであろう。現在

の社会保育において,こ の矛盾にすべての人々が

気づ くべきなのである。現状においては,多 くの

保育担当者は,必 死になって努力しているが,専

業主婦の母親がすべきことをすべて実施できるま

での体制はできていない。教育問題が深刻にとり

あげ られている今日,ま すます増加する社会的保

育にっいてそのあり方を,社 会全体の長期プラン

として再検討する必要があろう。

六才までの子どもには,で きるだけ自然の物を

身近におき,そ れに親 しませるようにしなければ

ならない。一輪の花に感動する心を育てると,や

がて人の行為に感動するようになる。自然の美し

さをみせて,感 動する心を豊かに育てることが大

切である。また知的発達についても,生 活経験の

中でものごとを知 り,判 断する力を養うことが大

切である。生活の中に知恵がなくては,知 的発達

はおくれる。いいかえれば,知 識を行動の中に応
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用する力を身につけることが大切である。保育所

の外の世界の中でいろいろのことを経験させるこ

とが重要である。保育担当者以外の地域の人々の

協力があれば,そ れは可能である。ボランティア

活動の中で育った保育ボランティアが,組 織的な

保育のための学習を重ねて,や がて保育の専門家

として,、一種の職業として,地 域の中で活動 し始

めたとき,ど れだけ子どもの人間形成は豊かとな

るか。

人間はひとりひとり個性的に成長する。この発

達段階で,両 親と保育担当者とのコミュニケーシ

ョンが密にならぬまま,身 体的発達がなされてい

たとしたら,お そらく数多い子どもたちに性格の

めがみが生れてくるであろう。両親が無条件でゆ

だねるほど,現 在の保育所は完全なるものではな

い。社会的保育は一面において,両 親から一時的

に離れるので,子 どもの自立心を育てるために大

切なことである。しかし,両 親から子 どもへのパ
ーソナリティ形成としての文化の伝達は,現 在極

端に不足している。それを補うためには,社 会的

保育をもっと充実しなければならない。その充実

した保育は,行 政まかせでは,不 可能に近い。コ

ミュニティ形成の重要な課題としての,女 性の自

立が成立つために,ま つ育児労働の軽減が必要で

ある。 しかし育児労働の軽減が,単 なる時間の短

縮におわ り,犠 牲になるのは子どもであっては,

婦人の自立の意味は,根 庫から崩壊する。このよ

うに極めて現実的な問題の中に,今 日の教育の課

題や婦人問題の根があることを知るべきである。

4主 婦の就職にっいて

主婦の家事労働軽減の問題は,手 ぱなしで肯定

するわけにはいかない。専業主婦が,子 ども二人

ぐらいの程度で,何 故に就職 している夫に,家 事

の協力を強 く求める理 由があるかとい うことであ

る。最近家事労働は,か な り楽になっている。加

工食品,電 化機器などが普及している。 ところが

職場での神経疲労は,年 々強まりつっある。新た

な惰報手段が導入され,仕 事の不適応がめだつか

らである。そのことは,男 女どちらにもいえるこ

とである。ここで問題としてとりあげるのは,主

婦の就職にっいてである。その場合,家 事労働の

負担が,あ まりにも深刻であるとい うことである。

主婦の就職については,パ ー ト・タイムとフル
・タイムとにわけて考 えなければならない。パー

トタイムは,最 近 かな り増加 して きた。 いま主婦

の約半数は,外 で働いている。子育てが一応終 り,

時 間のゆ とりがでて きて,不 動産 を買 うとか,子

どもの学費かせぎ とか,自 由なお金 が欲 しい とか

で,パ ー ト・タイ ムで働 きに出る。 パー ト・タイ

ムの労働条件について,男 女不平等 の重大な問題

があるが,こ こで はふれない ことにする。問題は,

パ ー ト・タイ ムの仕事が,婦 人の自立に どの程度

かかわ ってい るか とい うことである。主婦のパー

ト・タイムの中で,高 度の技術 を必要 としない,

単純 労働が非常に多い。 それをつづ けて も,日 を

追 うて自己向上になる とい うものではない。時給

500円 か ら600円 の もので,そ の仕事に さして興

味 をもたず,た だひたす らお金がも らえるか らと

い う理由で働いている人があま りにも多い。

パ ー ト・タイマーの年齢構成(女 子一調査計)

パ ー トタイマーの職種別割合(男 女)

技 術専門職 α8%

厂般 事務 販売サービス1 rその他

6A
%

製造作業782% 1軅覊0ユ%

子どもが母親から離れてい くことが,子 どもの

自立である。いまさらピアジェの児童心理学理論

を紹介するまでもなく,あ たりまえの知識になっ

ている。子どもをかまいすぎて,自 立心の弱い子

どもが多いことも事実である。母親が一 日のうち
一時的に子どもから離れて,パ ート・タイムの仕

事に就くことは,子 どもの発達上プラスになると
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いえる。母自身が人間として成長することが,子

どもの人間形成に,な によりも大切なことである。

意志の強さ,向 上心,思 いや りと感謝の心などは,

主 として母の生活態度から学びとる,母 の生活に

対するきび しさと節度は,し つけあるいは しめし

となって,子 どものパーソナ リティに強 く影響す

る。 ここで平塚らいてう氏の文を引用してみよう。

厂今日の職業婦人は男性からの借 りものの知識

や,外 的多忙のために,そ の女性 としての本来の

英知と心霊とを濁され,曇 らされ,生 命の泉から

は見放されようとしている。彼女たちの落ちつか

ない眼を,粗 野な,空 虚なわるはしゃぎした表情

を,さ もなければいやに固 りこわばった,と げと

げ しい態度をみよ。彼女の内的生活がどれほど空

虚であるか,彼 女の神経がどれほど徒らに外に対

して緊張し興奮し,そ して疲労しているかがわか

る。」(昭 和52年7月 『むしろ女人の性を礼拝せよ』

人文書院)

この文 を肯定する理由は少しもない。こうした

男性の思想がまた根強く残っていることはたしか

である。生物学的性を尊重するのではなく,人 間

としての女性を尊重す ることが,女 性の自立の意

味なのである。

女性は,人 間として自己向上 したいと思 うであ

ろう。その能力を社会に生かしたい,ひ いては働

いて収入を得たいと願うであろう。主婦の座に安

住 し,単 なる一時的な興味本位の学習をしても,

かならず,ジ レンマが自己の意識に生れるであろ

う。単なる女性のひまつぶしは,女 性の地位を低

めるだけであって,ま すます男性との能力差が広

がるであろう。ひまつぶ しの趣味学習をするくら

いなら,パ ート・タイムで働いたほうが,よ ほど

気ばらしになると考える主婦も多い。パート・タ

イムの仕事でも真剣にやれば,次 のようなことを

学びとるであろう。能率的に行動する。独力で業

績をあげる。重要な仕事にとりくむ。新しい経験

をする。問題の解決に努力する。即座に決定する。

仕事の計画をたてる。明確な目的をもつ。仲間と

協同する。自分をひかえ目にして他人をたてる。

思いや りと感謝の心をもつ。

家族はい くつかの機能をもっている。それらは,

経済生活の遂行,情 緒生活の安定,老 弱者の保護,

性生活の統制,教 育等である。それらの中で,教

育の機能が缺けると,家 族には文化作用しなくな

る。その教育は,知 育ではなく,主 として行動の

文化伝達で ある。母の行動は子 どもへ と受 けつが

れる。母が職場で学んだ生活態度は,栂 の言葉 を

も含めて,子 どもに学習 される。

最近の主婦のテ レビ ・ドラマの視聴は,増 加 しつ

つつ ある。 しか し,家 族 の文化 をつ くるうえで,

主 婦のテ レビ・ドラマか ら得た知識は,生 活態度

となって,ど れほ ど子 どもに影響 してい るか疑問

である。テ レビ ドラマに登場す る女性の地位は低

く,男 性 に力を借 りて解決する場面が多い。 かな

り情緒的な ものが多 く,反 省的な ものは少い。 そ

こで得た情感は,生 活に生 きたものとな りに くい。

婦人 の就職は,常 に女性の自立 とい う目標にむ

けられていなければな らない。パ ー ト・タイ ムを

無条件ですすめることがで きないのは,そ うした

目的があるか らであ る。同時にまた,気 ば らしの

学習 よりは就職 のほ うが,よ ほ ど自立に役立っ こ

ともたしかである。将来において,就 職 と学習 と

を,も っと:有機的に関連 させてい くことが必要で

あろ う。

現在の妻 と子 どもの社会階層的地位 は,夫 の職

業上の成績つま り収入 によってきまる。最近妻の

収入 を含めて,そ の地位が決定 されるが,階 層の

概念が収入によ って きまるので,永 久にその表現

方法 は,用 い られ るであろ う。 しか し,夫 の収入

が,妻 の生 きがい,子 どもの人生 の 目的 を決定的

な ものに しない ことが,自 由社会 の 目標である。

ひまつぶ しの学習 をす る主婦 とパ ー トで働 く主婦

との比較 で,ど ちらに,よ り豊かな生 きがいがあ

るか を,き めかね るところに,新 たな 自由がみ と

め られる。学歴偏重 の傾向がな くな りつつあるの

も,国 家方針 よ りも,む しろ人々が生 きがいの内

容 を求め始めた ことが,主 な動因であろ う。

筆者の訳 の『教育 と社会 』(日 水社1977)の 中

で,イ ザ ソベールeジ ャマティは,フ ランスの労

働者の子 どもにっ いてふれている。 フランスの労

働者の両親 は,子 どもに高等教育 を受け させ るこ

とに さして興味 を示 さない とい う。 なぜな ら,大

学 を出たか らとい って,生 きがい をかな らず発 見

で きると限 らないか らだ とい う。 こうした傾 向が,

日本 において強まれば,女 性の自立 も,か な り新

たな展開を示す こ とになるだろ う。

最近,主 婦の就職が家庭 をかえ りみな くさせ,

色機 をまねいている例 も増加 してい る。生 きがい

は,消 費生活 としての遊びである と信 じこむ母親

の人生観 は,子 どもの生活 に,悪 い影響を及ぼ し
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ている。母 の仕事へ の意欲,感 動,き び しさなど

が,子 どもに伝われば,子 どもは,力 強 く生 きる

態度 を,母 か ら学び とるであろ う。

職場 での人間関係 のなやみ,せ つな さな どは,

ふ たたび経験 した くない ことではあるが,こ れを

克服 して,強 く生きぬいてい く母親の生 き方は,

子 どもに とって模範 とな るであろ う。親 の子に及

ぼす文化 の伝達は,行 動のステ レオタイ プの様式

のみでな く,行 動の内容っま り心情 まで も含め ら

れる。すべての経験 か ら学び とる生涯学習は,親

の生 きがいであると同時に,子 どもへの教育機能

なのである。

・5学 習について

公民館 で学習 されてい る種 目は,次 のよ うなも

ので ある。全国の公民館で殆ん ど似かよっている。

1球 技

2音 楽,美 術,絵 画,写 真,書 道に関す る学 習

3茶,華 道に関する学習

4文 学 ・歴史,哲 学;宗 教に関する学習

5舞 踊,演 劇,民 俗芸能に関す る学習

6和 ・洋裁,着 付け,編 物,手 芸に関する学習

7調 理 ・栄養に関す る学習

8自 動車の整備 ・運転 に関す る学習

9園 芸,盆 栽に関す る学習

10政 治,経 済,時 事問題に関す る学 習

11ス キー,水 泳,マ ラソンな どの個人 スポーツ

12出 産 ・育児,子 供 の教育に関する学習

13囲 碁 ・将棋等室 内遊戯に関す る学 習

14健 康,保 健衛生 に関す る学習

15外 国語に関する学習

老人 に とって,ユ ングの言葉 を借 りるまでもな

く,利 害か ら離 れた人間的豊か さを求めることが,

倦 怠か ら解放 される重要な手がか りであろ う。そ

のため老人の学習は,そ の こと自体が,老 人の生

きがいであろ う。 しか し,主 婦に とって,そ の老

人は別 として,中 年 の場合,た だそれだけを求 め

るのであ っては,社 会 の中になにも生産 されな く

な る。生産に もとつ く個性 の発揮 の欲望が,子 ど

もの社会的成功への欲望の泉 となるであろ う。仕

事での生産性 にかかわる個人の力,仕 事への責任,

仕 事の誇 り,様 々な体験が,家 庭 の中での会話 に

な った とき,子 どもはそれ らを聴 きなが してはい

ないであろ う。そ こにこそ,原 始時代か ら続いて

い る,家 族での文化伝達がみ られる。成果 を喜ぶ

夫婦の姿は,子 どもにとって,望 ま しい出来事 と

して うけ とめ られるで あろ う。その記憶は,や が

て子 どもの成長の中で,力 強い動機 とな って力を

発揮するであろ う。

総理府 の 「生涯教育に関す る調査」に よると,

女 性の場合,学 習の動機について,生 きがい をも

っためが46%,人 生 を有意義 にすごすためが26%

で あ った。 この二つの項 目は,同 じ意味に理解 し

て よいであろ.う。その学習の成果 を社会に どう生

かすかについては,さ ほ ど考 えてはいないよ うで

ある。 ある施設の学習講座で,あ る知識な りある

能力な りを身につけた とき,そ の経験者が多いほ

ど,そ の地域 の教養 の程度は,高 ま った といえる。

そ してそのことが,コ ミュニティの質の高 まりを

示す ものである とも言える。 しか し,そ れが,な

ん らかの形で,社 会力の根源 にな りうると予想 さ

れ るか ら,評 価で きるのではなかろ うか。 学術研

究 をつづ け,質 の高い知識 を身 につけた として も,

発 表 もせず,他 人に もその成果 を語 らなか った と

した ら,そ れは,社 会的価値 を一切 もたない と言

える。それがなん らかの方法で,他 老 とかかわ っ

た とき,社 会的意味 をもつ ようになる。

学習の成果 が実 ってい くとき,当 然生れて くる

社会的意味は,他 者へ のサ ービスである。 自己に

のみ かかわる学習は,社 会 を閉鎖的なものにす る。

老人の倦怠 を除 くための学習も,他 の世代の人 々

と,知 識 を通 しての コ ミュニケーシ ・ンの中で,

共 感が生 れてこそ,老 人の学習が,社 会的意味 を

もつ ようになる。女性の自立 と学習 との関係を考

えるとき,倦 怠 を除 くのみの社会的意味だけでは,

女性 の自立 を地域 ぐるみで推進す るための理 由と

して,不 適当である。

学 習の成果が,個 人の手か ら離れて他者へ移行

してい くことが大切である。 もしも他者へ伝達で

きない とした ら,そ の学習は実 った とはい えない。

その学習は,単 なるひまつぶ しか気ば らしであっ

たに ちがいない。 そ うでなければ,学 習の成果 を

個 人の中で 自己満足 し,他 人に教 えることは損 に

な ると考 えるからであろ う。

現在の公民館での社会教育のなやみは,趣 味学

習が多い ことと,学 習の成果が外へ拡大されない

こ とである。生涯教育の受講者は,主 として主婦

によ って占め られてい る。主婦は,余 暇 にめ ぐま

れ るようにな り,半 数の主婦は,パ ー トで働き,

あ との半数の うち,数%が 学習活動 をしている。
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現在の主婦による学習活動は,受 講者の数とい う

より,学 習態度に問題がある。学習の成果が婦人

の社会的自立につながらないことが,大 きな課題

となっている。

家事労働は,夫 の労働 と同等の価値 とみなすと

して,厂 夫婦の双方は,家 庭財産に対 して,平 等

の所有権 と処理権を有する」ものと規定され,保

障された。その論拠は,炊 事,洗 濯,掃 除,家 庭

でのこまごました気づかいなどが,家 事労働の評

価として認められたことにある。 このことは,女

性の権利を拡大させ向上させたものである。 しか

し一面,女 性は家庭内のこまごました気づかいを

今後もつづけなさいとい う,思 わぬ誤解を生みそ

うである。

婦人が社会に果す役割がたしかなものになった

事実がみとめられ,家 庭における地位がそのこと

によって認められることが望ましいのである。そ

れは単に女性の就職の増加をのみ意味するもので

はない。学習 と他者への奉仕が,十 分に家庭内に

おける婦人の地位 とむすびつくものでなければな

らない。主婦の地位は,法 律を離れて社会的に評

価される場合は,家 庭内における労働 と同時に,

家庭外 としての遠心的作用を意味する様々な働き

かけを含めて,そ のバランスの中に認められるべ

きである。

現在の主婦の生活動向は,パ ー ト・タイム労働

にむいている。ますますその傾向は,今 後強まっ

ていくであろう。そのため,ボ ラソティア活動は,

ますます高年令化の傾向をたどっている。地域婦

人会に最もよくその傾向が現われている。そして,

学習活動の内容が就職の準備やボランティア活動

と結びつかないのが現状である。ボランティア活

動にも興味を示さず,能 力を生かしての他者への

貢献も考 えない学習者が,も し全国の公民館 を占

拠するとしたら,こ んななげかわしい事態はない

であろう。公民館が,主 婦のひまつぶしの社交場

になったらと危惧することは,非 常識な取 り越 し

苦労であろうか。

行政は,コ ミュニティづ くりにかかわる新しい

仕事の内容と住民の能力とはなにかについて,検

討の結果,当 然強大なエネルギーをもつ主婦への

期待が出てくる。そのとき考えられるのは,主 婦

の育児と教育への組織的かかわりである。現在,

PTAを もつ学校での年一回の総会でも絵 員700

名で出席が200名 位の平均である。そのPTAに,

現代のいぢめとか暴力の問題解決を,無 条件で依

存できるだろうか。まして教育の基本的課題をそ

こに求めることができようか。

地域における学習体制を,地 域づ くりのための

専問職養成コースと趣味コースとに,明 確に区別

すべきである。そして専問職コースでは,き びし

さとそれに応 じた期待 とをあたえるべきである。

地域によっては,地 場産業や観光など特色のある

仕事への期待もある。それらの仕事を含めて,情

報サビース,育児,教 育,福 祉などへ積極的に働き

かけることのできる主婦の生きがいめ発見のてが

か りを探す必要がある。パー ト・タイムの仕事の,

家庭教育からみてデメリットの多い ものは,地 域

づ くりの仕事の方への転換に努力することが大切

である。

婦人の自立につながる職業の開発をすすめるこ

とが重要である。その職業は,個 人にとって採算

のとれる,い わば社会的に価値あるものでなけれ

ばならない。そのためには,社 会に役立つ学習を

もっと選ぶべきである。その選択は,能 力向上と

生きがいを前提にし,ボ ランタリズムをとり入れ

たものでなければならない。地域を支 える婦人の

職業人が増加することによってこそ,婦 人の自立

は成立つであろう。

子育てをしながら,し いたけ採栽に精を出し,

ひまをみては,公 民館で趣味学習をする婦人に対

しては,そ の趣味学習を批難する理由は,な にも

ないのである。だがしかし,学 習する者には,誰

にも要求される条件がある。学習は理解を含む。

理解とは,一 定の意味を把握することである。体

験がもともと学習になければ,概 念の意味はつか

めない。つまり自分でやるとい う積極的な態度が

必要である。学習の動機が体験の中でしっかりと

でき,そ の意味を自分の中に消化 していかないと

学習できない。その学習は,自 分の生活の中で問

題解決に役立たなくては意味がない。問題解決に

は,工 夫やコツがいる。問題解決の コツを学ぶの

が学習である。概念学習 とか原理学習とかいわれ

ているものが,婦 人学習に生かされなければなら

ない。この学習理論からみたとき,そ の能力を身

につけたときの成果 を生かす夢がなければ,学 習

は能率あるものにならないであろう。現代の主婦

のニーズは,働 くかボランティア活動かである。

二つのニーズを同時に生かす体制づ くりが肝要で

ある。現在の公民館における趣味学習の中に多く
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み られる気ば らしの傾 向は,婦 人の主なるニーズ

ではない。学校はすべて教育方針によってカ リキ

ュラムが組 まれてい る。表面的な生徒及び学生 の

ア ンケー ト方式の結果 でカ リキ ュラムが組 まれる

ことは,今 後 もまずないと思 う。 マス ・コ ミは,

言論の 自由 とい うものがあって,簡 単には,そ の

ニーズを反映 させ ることはできないが ,地 域社会

においては,婦 人の 自立のための学習 として,コ

ンセ ンサスを発見 し,そ れにも とついて実施で き

るので,マ ス ・コ ミの場合 より,は るかに容易な

筈である。

強調 したか ったか らである。主婦の自立 を考 える

にあた って,家 事労働,育 児,学 習の三 点 をとり

あげたのも,地 域 における連帯イメージ形成 に,

最 も都合 のよい課題である と思 ったか らである。

婦人の自立は,家 族 と地域 をつな ぐ諸問題の解決

の中で こそ成立つ ものであることを強調 した。 こ

うした課題 を一つ一つ解決 してい くこ とに よって,

現 代の とりざたされている教育 の問題の解決へ と

導かれてい くと思 う。次 の機会 には,本 稿での提

唱 を,身 辺にある統計 資料の羅列によ って,構 成

整理 を行 お うと思 う。

-1985 .10.30受 稿 一

6あ と が き

跡見学園女子大学紀要 ・第15号(1982年3月15日)

で,次 のテ ーマで発表 した。 コ ミュニティにおけ

る連帯のイ メージー理論構成のためめ粗描一本稿

は,そ の発表 に連続するものである。高令者 と社

会福祉の関係 につ いて調査 を,数 年つづけてきて

お り,そ の結果 も別 のところで発表 し得た。連帯

イ メージの研究で,ど うして もさけ られない対象

の一つに,主 婦 と地域生活の問題がある。 それを

理論構成することが,当 面の課題なので,そ の準

備 として,本 稿では主 として問題の よって きた る

もの を提出 したつ もりである。つ ま り,現 代の 日

本において,主 婦の生活には,な にが問題である

か,婦 人問題 とど うかかわ っているか,主 婦 の役

割 とは何かな ど,地 域住民 の中で,コ ンセンスを

得ておかなければな らない問題 が山積 していると

い うことである。 ここでは,コ ミュニティにおけ

る連帯のイ メージ形成のための,婦 人の生 き方 を

とりあげる ことに よって,理 論構成のための粗描

を具現化 したつ も りである。前掲紀要の一文 を,

こ こに引用 してお く。 「住民は,文 化的価値指向

の矛盾に関係づ けられる。つ まり,文 化的価値葛

藤の背後に,コ ミュニティの役割葛藤 を認め る。

両者間における認知的ずれ とか,感 情 的側面の対

立,行 政施策 に対する評価 の相違な どとなって,

コ ミュニテ ィにおける役割意識に影響 している。」

前掲紀要で,連 帯イ メージとい う概念を用いたの

は,コ ミュニテ ィ形成において,最 も必要 な言葉

であ ったか らで ある。 イメージは感性的な もので

あ り,現 代の地域における価値態度体系の中で,

そ れが最 も住民 の時局的な行動 を指向 している と

考えたか らであ り,連 帯の言葉 を用いたのは,そ

の概念の本質 である労働 と経済の協力体制 をよ り


